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会  議  記  録  

 

高 松 市 附 属 機 関 等 の 会 議 の 公 開 及 び 委 員 の 公 募 に 関 す る 指 針 の 規 定 に よ り 、 次  

の と お り 会 議 記 録 を 公 表 し ま す 。  

会  議  名  令 和 ４ 年 度 第 ２ 回 高 松 市 創 造 都 市 推 進 審 議 会  

 

開 催 日 時  令 和 ５ 年 ２ 月 ２ ０ 日 (月 ) 午 後 １ 時 ～ 午 後 ３ 時  

開 催 場 所  高 松 市 役 所 ３ 階 ３ ２ 会 議 室  

議     題  

（ １ ） 会 長 の 選 任 等 に つ い て  

（ ２ ） 第 ３ 次 高 松 市 創 造 都 市 推 進 ビ ジ ョ ン （ 仮 称 ） の 策 定 に つ い

て  

（ ３ ） 第 ２ 次 高 松 市 創 造 都 市 推 進 ビ ジ ョ ン に お け る 取 組 に つ い て  

（ ４ ） そ の 他  

公 開 の 区 分    ■  公 開   □  一 部 公 開   □  非 公 開  

上 記 理 由   

出 席 委 員  
佐 々 木 委 員 、 原 委 員 、 二 宮 委 員 、 中 村 委 員 、 荒 川 委 員 、  

香 西 委 員 、 藤 田 委 員 、 若 井 委 員 、 桑 島 委 員 、 杉 ノ 内 委 員  

事  務  局  

大 西 市 長 、 中 川 創 造 都 市 推 進 局 長 、 一 原 創 造 都 市 推 進 局 参 事 、 塩

田 産 業 経 済 部 長 、 次 田 文 化 ・ 観 光 ・ ス ポ ー ツ 部 長 、 今 池 産 業 振 興

課 長 、 末 原 農 林 水 産 課 長 補 佐 、 南 部 観 光 交 流 課 観 光 エ リ ア 振 興 室

長 、 保 井 ス ポ ー ツ 振 興 課 長 補 佐 、 高 本 子 ど も 保 育 教 育 課 長 、 平 井

産 業 振 興 課 長 補 佐 、 岡 本 産 業 振 興 課 創 造 産 業 係 長 、 伊 藤 産 業 振 興

課 主 事  

傍  聴  者      ０   人   （ 定 員  ３  人 ）  

担 当 課 及 び

連 絡 先  

産 業 振 興 課  創 造 産 業 係  

８ ３ ９ － ２ ４ １ １  

    

審 議 経 過 及 び 審 議 結 果  

 

１  開会  

 （市長挨拶及び出席委員・ 事務局紹介）  

 

２  会長選任等について  

 

 香西委員が佐々木委員を会長に推薦し、他の委員も承認。  
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審 議 経 過 及 び 審 議 結 果  

 

  佐々木会長が原委員を副会長に指名。  

 

３  議題（ ２）第３次創造都市巣委員ビジョン（仮称）の策定について  

 

【事務局】  

 （資料１ について説明）  

 

市長から佐々木会長に諮問文手渡し（諮問）  

 

【事務局】  

 （資料２ について説明）  

 

３  議題（ ３）第２次創造都市推進ビジョンにおける取組について  

 

【事務局】  

 （資料３・４について 説明）  

 

【会長】  

 第 ２ 次 創 造 都 市 推 進 ビ ジ ョ ン 策 定 期 間 の 後 半 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

の影響で、創造都市施策全般について、厳しい状況に置かれた。  

こ ど も プ ロ ジ ェ ク ト は 全 国 的 に み て も 特 徴 的 な も の で あ る 。 ま た 、 高

松 市 の Ｕ ４ ０ （ ア ン ダ ー フ ォ ー テ ィ ー ） は 、 若 い 世 代 の 市 民 か ら 意 見 を

聞く会であり、先進的な取組である。  

今 回 は 、 委 員 改 選 後 初 め て の 会 で あ る の で 、 委 員 の 皆 さ ん に 抱 負 を 含

めて意見を伺っていきたい。  

  

【委員】  

 高 松 市 に は 、 ポ テ ン シ ャ ル の 高 い 市 民 が 多 く い る と 感 じ て い る が 、 行

政 と の 温 度 差 が あ る の で は な い か 。 行 政 で ど の よ う な こ と を 行 わ れ よ う

としているのかを知ろうとしないといけないと思う。  

例 え ば 、 新 し い 建 物 を 建 設 す る 際 に 、 そ こ で 何 を す る の か を 考 え て い

か な け れ ば な ら な い 。 行 政 が 、 ど の よ う な ビ ジ ョ ン を 持 っ て 事 業 を 予 算
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化 し て い る の か を 示 し て 、 市 民 を 巻 き 込 ん だ よ う な 仕 組 み が で き る と ク

リエイティブなものができてくるのではないか 。  

市 民 の 中 の ク リ エ イ テ ィ ブ な 意 見 の 吸 い 上 げ が 、 き ち ん と で き て い な

い点が高松市の足りないところだと思う 。  

 

【委員】  

 子 育 て 分 野 で 活 動 し て い る が 、 コ ロ ナ 禍 で 子 育 て 環 境 は 急 展 開 し て い

る 。 平 成 ２ ９ 年 か ら 令 和 元 年 ぐ ら い ま で は 、 大 規 模 な イ ベ ン ト が で き て

い た 。 ま た 、 助 産 師 訪 問 だ っ た り 、 付 き 添 い 出 産 し た り と 、 母 親 と 子 ど

も が 色 々 な 支 援 を 受 け な が ら 、 子 育 て を し て い た 。 し か し 、 令 和 ２ 年 の

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 流 行 を 機 に 一 変 し た 。 集 ま る こ と が 難 し く な り 、

母 親 と 子 ど も の 孤 独 化 が 進 ん で い る 。 人 と 人 が 触 れ 合 わ な け れ ば 子 ど も

は 育 た な い 。 オ ン ラ イ ン は 、 オ フ ラ イ ン を し っ か り 経 験 し た 人 間 が 使 う

もので、初めからオンラインは使えない と思う 。  

子 ど も を 産 ま な い と い う 選 択 を す る 人 は 、 子 育 て に 関 係 が な い と い う

こ と で は な く 、 子 ど も を 産 ん で い な い 人 で も 子 ど も に か か わ る 人 が 多 く

い た り 、 地 域 全 体 で 子 ど も の こ と を 見 守 っ て い っ た り と い う よ う な ス タ

イ ル が ク リ エ イ テ ィ ブ に 作 ら れ て い け ば 、 も し か し た ら 、 出 生 数 が 増 え

る こ と も あ る か も し れ な い 。 子 ど も が い な い 人 へ の 、 子 育 て の ア プ ロ ー

チをしっかりと行っていくことが大事である。  

 

【会長】  

 こ の ま ま 子 ど も が 減 り 続 け れ ば 、 社 会 に 未 来 は な い 。 母 親 だ け が 子 育

て す る の で は な く 、 社 会 全 体 で 子 ど も を 育 て る こ と が 大 切 で あ る 。 高 松

市から新しい取組 ができるとよい。  

 

【委員】  

 若 い 世 代 は 、 女 性 が 意 見 を も っ て 社 会 参 画 で き る 環 境 や 教 育 が 整 っ て

い る 一 方 で 、 ５ ０ 代 以 上 の 方 は 、 そ う い っ た 環 境 に 恵 ま れ ず 、 学 力 や 専

門 知 識 を い か せ て い な い よ う に 思 う 。 シ ニ ア 世 代 の ア カ デ ミ ッ ク 層 に 向

けての支援制度、例えば、シニア創業塾の ような機関ができたら よい。  

ア ク テ ィ ブ シ ニ ア が 元 気 に な る こ と が 、 子 育 て 世 代 に 向 け て の 励 み に

も な る し 、 こ れ か ら ア フ タ ー コ ロ ナ を 見 据 え た 国 際 社 会 の 機 動 力 に も な

るのではないか。  
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【会長】  

 子 ど も の 創 造 性 だ け で は な く 、 シ ニ ア の 創 造 性 を 伸 ば す こ と も 、 社 会

の活性化という点では必要なことである。  

 

 【委員】  

 子 ど も の 頃 か ら 図 書 館 を よ く 利 用 し て い た 。 サ ン ク リ ス タ ル の リ  

ニューアル構想計画について、機会があれば、 ぜひ参加したいと思う。  

 ま た 、 シ ェ ア リ ン グ エ コ ノ ミ ー 協 会 と い う 、 イ ン タ ー ネ ッ ト や デ ジ タ

ル を 使 っ て 、 す べ て の 人 が 、 様 々 な 形 で 経 済 活 動 に 参 加 で き る 社 会 の 実

現 を 目 指 し た 団 体 の 四 国 支 部 長 を し て い る 。 そ う い っ た 視 点 か ら も 意 見

を述べていきたい。  

 ま た 、 香 川 県 が 舞 台 と な っ て い る 中 国 向 け の ネ ッ ト ド ラ マ を 全 １ ０ 話

作成した。3 月 1０日から 動画サイトに掲載される。やしまーるも登場す

るので、皆様にぜひ紹介したい。  

 

 【委員】  

 資 料 を 見 る と 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 策 を 講 じ た 上 で 実

施するという形で、書かれている箇所がたくさんある 。  

ア フ タ ー コ ロ ナ と い う 言 葉 も 出 て き て い る が 、 意 識 が 薄 く な っ て い る

だ け で 、 決 し て 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス が 収 ま っ て い る 訳 で は な い 。 特 に 芸

術 関 係 の 方 は 四 苦 八 苦 し て い る 。 根 強 く 、 新 型 コ ロ ナ へ の 不 安 感 も 残 っ

ている。  

 コ ロ ナ 禍 前 の や り 方 で 実 施 す る の で は な く 、 ア フ タ ー コ ロ ナ で の 実 施

方法や周知の仕方 等、活動に対する支援も 検討してい く必要がある。  

 

 【委員】  

 石 材 関 連 業 者 は 衰 退 傾 向 に あ る 。 も の づ く り の 分 野 は ど こ も 、 同 じ よ

う な 状 況 で あ り 、 後 継 者 が い な か っ た り 、 情 報 発 信 が で き な か っ た り す

る。  

培った 技術 を他 の ものに 使え ない か という こと で 、 Ａ ＪＩ  ＰＲ ＯＪ Ｅ

Ｃ Ｔ を 高 松 市 牟 礼 庵 治 商 工 会 が 立 ち 上 げ た が 、 始 め は 良 く て も 、 ど こ を

目 的 に す る か が 不 明 確 な た め 、 結 局 、 解 散 し そ う に な っ て い た 所 を 引 き

継 い だ 。 高 松 市 の 取 組 は 、 ど こ ま で 出 口 を 考 え て 、 行 っ て い る の か 知 り
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たいと思う。  

  

 【会長】  

 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ は 、 世 界 的 に ス タ ン ダ ー ド な 考 え 方 に な っ て い る 。 石 材 も Ｓ

Ｄ Ｇ ｓ に 関 係 し て い る 。 有 田 焼 の よ う に 海 外 の デ ザ イ ナ ー や ク リ エ イ  

タ ー と コ ラ ボ し た 例 も あ る 。 ぜ ひ 、 こ れ ま で に な い ア プ ロ ー チ を 高 松 市

で考えてほしい。  

 

【委員】  

 農 業 の 分 野 は 、 高 齢 化 ・ 担 い 手 不 足 で 見 通 し は よ く な い 状 況 に あ る 。

資 材 の 高 騰 の 影 響 で 、 利 益 の 出 る 作 物 を 模 索 し て い る 。 生 産 活 動 以 外 に

時間を割けないので、皆様からアイデアをもらえたらと思う。  

 ま た 、 親 の 立 場 か ら み て 、 農 業 分 野 で 子 ど も が 生 活 し て い く の は 将 来

的 に 難 し い と 感 じ る が 、 子 ど も に 関 す る 色 々 な 事 業 が あ っ て 、 良 い 環 境

の 中 で 子 育 て さ せ て も ら っ た の で 、 高 松 市 で 育 っ た 子 ど も た ち が 将 来 、

香 川 県 や 高 松 市 に 戻 っ て き て 、 そ こ で 生 活 を し て い く と い う よ う な 形 が

できる施策に協力 したい。  

 

 【会長】  

 大 分 県 臼 杵 市 が ユ ネ ス コ の 食 文 化 都 市 の 認 定 を 受 け た 。 市 役 所 が 積 極

的に農業を 進めるため、堆肥センター を設置した。  

そ の よ う な 先 進 的 な 事 例 も あ る の で 、 高 松 ブ ラ ン ド 農 産 物 育 成 事 業 の

今後の展開について も、一緒に考えていき たい。  

 

 【委員】  

 コ ロ ナ 禍 で 在 宅 勤 務 が 主 に な っ た が 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 希 薄 に な

っ て い る よ う に 感 じ る 。 ICT で 解 決 で き る こ と は 解 決 で き る と 思 う が 、

ハ イ ブ リ ッ ド な 方 法 が 必 要 だ と 感 じ て い る 。 ま た 、 最 近 よ く 話 題 に な っ

て い る 「 ChatGPT」 に つ い て 使 っ て み た が 、 デ ー タ に よ っ て は フ ェ イ ク

ニ ュ ー ス に な る 可 能 性 が あ る た め 、 注 意 が 必 要 だ と 思 う 。 デ ー タ を う ま

く制して、創造都市 の推進に役立てたいと思う 。  

ま た 、 事 業 を 行 う 際 に は 指 標 を 設 け 、 そ の 指 標 を 超 え る こ と が で き た

か ど う か を 確 認 す る 必 要 が あ る と 思 う 。 今 日 の 配 布 資 料 の 中 で は 、 そ れ

ぞ れ の 事 業 に ど の よ う な 課 題 が あ り 、 ど の よ う に 解 決 し て い る か が 見 え
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てこない。 それを明らかにするべきではないか。  

 

【委員】  

み ん な の 病 院 は 、 チ ェ ッ ク リ ス ト に よ る 自 己 評 価 と 高 松 市 立 病 院 を 良

く す る 会 か ら の 評 価 を 数 値 化 し て 公 表 す る 仕 組 み が あ り 、 そ れ に よ っ て

病 院 の 評 価 を 行 っ て い る 。 創 造 都 市 推 進 審 議 会 の 資 料 は 、 事 業 ご と に 、

実績、数値が出て いるが、これが◎まで言 えるのか、 △なのか、或いは×

な の か 評 価 が 分 か り に く い 。 芸 術 文 化 の ジ ャ ン ル に つ い て 〇 や △ を つ け

る こ と が 難 し い こ と は 理 解 で き る が 、 予 算 を つ け る 限 り 、 そ の よ う な 評

価の仕組みは必要で あると思う。  

 

【副会長】  

他 の 委 員 の 話 を 聞 い て い る と 、 高 松 の 良 さ は 皆 が 感 じ て い る と こ ろ で

あ る が 、 掲 載 さ れ て い る プ ロ ジ ェ ク ト を 知 ら な か っ た と い う 声 も あ り 、

対 外 的 な 発 信 と 、 こ の 会 の 中 で の 情 報 共 有 や 情 報 交 換 を 両 立 さ せ 、 課 題

に対して成果が出ているのか議論する必要があるだろう。  

自 分 が 専 門 と し て い る 分 野 し か 見 え な く な り が ち だ が 、 皆 で 情 報 や 問

題 の 共 有 を 、 横 串 を 刺 し た 形 で う ま く 行 え ば 、 新 し い こ と が で き て い く

と 思 う 。 こ の 会 で は 、 各 プ ロ ジ ェ ク ト に ど う 落 と し 込 ん で い く の か と い

う と こ ろ ま で は で き な い か も し れ な い が 、 そ こ に つ な が っ て い く と こ ろ

を、ここで 議論できるのではないか 。  

 

【委員】  

文 化 芸 術 振 興 審 議 会 の 委 員 も 務 め て い る が 、 創 造 都 市 推 進 審 議 会 で 使

用 す る 資 料 は 、 各 審 議 会 で 検 討 し た も の を ま と め た も の で あ る 。 そ れ を

全部出すと膨大な量になるので、 必要な部分だけでよいのではないか。  

 

【会長】  

オ ン ラ イ ン 社 会 が 進 む 中 で 、 対 面 の 授 業 や 対 面 の 活 動 と 、 オ ン ラ イ ン

のバランスの問題 は大切になってくる。  

ま た 、 ビ ッ ク デ ー タ と い え ど も 、 １ つ １ つ の 情 報 の 信 ぴ ょ う 性 は 、 大

事 な こ と で あ る 。 人 間 の 顔 を し た 創 造 都 市 と い う の を 目 指 す う え で 、 高

松市が所管している事業について、 きちんと評価していく必要がある。  
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【事務局】  

創 造 都 市 推 進 審 議 会 の 流 れ と し て 、 毎 年 ２ 月 頃 に 次 年 度 の 事 業 予 定

を、６月頃に前年度の事業実績を議題とし 、審議いただいている。  

各 事 業 に つ い て は 、 各 課 で 作 成 し て い る 計 画 に 紐 づ い て い る た め 、 そ

ちらで議論されているものもある。  

し か し 、 こ こ ２ ・ ３ 年 程 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 で 、 主 に イ ベ

ントが実施できず、評価できていない状況である。  

 

【会長】  

一 通 り 全 員 に 発 言 し て も ら っ た が 、 他 に 質 問 や 意 見 が あ れ ば 述 べ て も

らいたい。  

 

【委員】  

次 期 創 造 都 市 推 進 ビ ジ ョ ン の 策 定 に 当 た り 、 高 齢 化 社 会 を 見 据 え た 視

点が必要ではないか。 高齢者向けの事業が増えればよいと思う。  

ま た 、 芸 術 士 等 の 美 術 分 野 に 関 し て は 、 予 算 が 措 置 さ れ る 一 方 で 、 音

楽 に つ い て は 、 あ ま り 予 算 が 措 置 さ れ な い 傾 向 も あ る の で 、 芸 術 へ の サ

ポートを公平にしてほしい。  

ま た 、 リ ス キ リ ン グ の 時 代 な の で 、 ど ん ど ん 学 び な お し を し て い く 必

要 が あ る 。 デ ジ タ ル の 力 を 利 用 す る 等 、 行 政 主 導 で 取 り 組 ん で も ら え れ

ばよい。  

 

【会長】  

第 ２ 次 ビ ジ ョ ン を 策 定 す る 中 で 、 プ ロ ジ ェ ク ト を ４ つ に 絞 っ た 経 緯 が

あ る 。 高 齢 化 社 会 を 見 据 え て 、 第 ３ 次 ビ ジ ョ ン で は 、 シ ニ ア プ ロ ジ ェ ク

トを新たに作成す るのもよいだろう 。  

ま た 、 こ の 審 議 会 の 中 で は 、 詳 し い 質 問 を す る 委 員 も い る の で 、 審 議

会 の 中 で 回 答 で き な い 場 合 は 、 事 務 局 に 個 別 に 連 絡 い た だ い た ら 、 回 答

できる。  

 

【委員】  

コ ロ ナ 禍 の 間 、 観 光 誘 客 に 係 る 事 業 は 、 難 し い 状 況 に あ っ た が 、 回 復

の 兆 し が 見 え て き た 中 で 、 こ の 分 野 に 関 す る 予 算 は ど の よ う に な っ て い

る の か 。 観 光 誘 客 キ ャ ン ペ ー ン や 都 市 ブ ラ ン デ ィ ン グ は 、 す ぐ に 成 果 が
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出 る と い う も の で も な く 、 長 く 継 続 的 に 行 わ な い と 効 果 が 出 な い と 思 う

の で 、 ぜ ひ こ の 令 和 ５ 年 度 か ら 、 頑 張 っ て 長 い 目 で や っ て い た だ き た

い。  

ま た、 か が わ Wｉ － Ｆｉ が 使 い づ ら く 、 栗 林 公 園 で は 、 夏休 み に 間 に

合 うよ う に 、独 自 で Wｉ － Ｆｉ の 整 備 を行 っ て いる 。 そ のよ う な 状況 が

あ る 中 で 「 観 光 客 受 入 環 境 整 備 事 業 」 の 事 業 計 画 に つ い て 、 果 た し て 、

このままでよいの だろうかと思う。  

 

【委員】  

現 在 の 創 造 都 市 推 進 ビ ジ ョ ン は 、 プ ロ ジ ェ ク ト ご と に 縦 の つ く り に な

っ て い る が 、 次 期 ビ ジ ョ ン で は 、 円 の よ う な 形 で 作 っ て い く の が よ い の

ではない か。 こ ど も ×高 齢者 、 こど も ×工 芸等 、 組み 合わせは たくさ ん 考

えられる。  

予 算 を つ け て 、 支 援 を す る と い う だ け で は な く 、 高 齢 者 や 子 ど も の 持

っ て い る 力 を 引 き 出 し て 、 か け 合 わ せ る 仕 組 み や き っ か け と い う も の

を 、 こ の 創 造 都 市 推 進 ビ ジ ョ ン の 中 に 盛 り 込 む と い う こ と が ク リ エ イ テ

ィブなのではないかと思う 。  

今 あ る も の 同 士 を 組 み 合 わ せ て い く よ う な 図 に し た ら 良 い の で は な い

か。  

 

【委員】  

シ ニ ア （ 高 齢 者 ） の 話 が 出 た が 、 高 松 市 の 中 で 高 齢 者 を 対 象 に し た 審

議会があるのではないか。  

 

【事務局】  

高 齢 者 分 野 に 限 ら ず 、 子 ど も や 文 化 芸 術 等 そ れ ぞ れ を 対 象 に し た 審 議

会 は 存 在 し て い る 。 創 造 都 市 推 進 審 議 会 で は そ れ ら を 横 断 的 に 扱 っ て い

る。  

 

４  閉会  

 
 


